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　本書のタイトル “倫理とは何か” とはすなわち “倫理とは何か？” という疑問文
に対する回答です。工科系の大学では技術者倫理を教えることが義務付けられて
います。この場合は “技術者倫理とはこういうものであり、そのことをしっかり身
につけて下さい” ということであり、昔風の言葉では “修身” のようなものと捉え
られているようです。しかし、“倫理とは何か？” と問うことは “倫理は私と何の
関係があるのか？” とか “倫理、何するものぞ？” と問うことであり、倫理の源泉
への遡及や挑戦と解釈できます。そしてその問いの解決するところに倫理規定と
いうものを守る意義があると私は思っています。
　この本は、倫理の源泉、すなわち、なぜ倫理というものが立ち現れたかを哲学
的に考察するものです。古来、哲学者は自分の思想を他者に伝授するために著作
か対話という形態をとるようです。この本も対話形式となっており、登場人物は、
先生、男子学生、女子学生、猫（アインジヒト）の３人と一匹です。猫を登場さ
せたのは、人間の倫理を彼岸から（すなわち、人間の外側から）平等な立場で眺
めるためです。そして先生が著者で、２名の学生に一般大衆を仮託しているイメー
ジで、まず先生がこの２名の学生に講義をし、猫のアインジヒトがその内容を批
評しつつも、結局その補足説明を行なっていくという展開で進んでいきます。そ
して倫理について哲学的な考察を加えていきますが、哲学では思考可能な世界を
すべて（できるだけ？）対象とした考察を行なうため、どうしても行ったり来た
りすることになります。その中では著者は読者がここで躓くに違いないというこ
とを想定しています。そして登場人物と猫の会話によってその躓きの回収にあた
るわけです。だから、読者個々の躓きとは違ってあくまでも著者の想定した躓き
と回収の繰り返しをフォローするということになります。このためどうしても読
者は、著者の論理展開の細かい急カーブで振り落とされてしまいます。永井氏の
別の著作（ニーチェ、ウィトゲンシュタインもの）のように著者のことばをその
まま書いたほうがよかったんじゃないかなと少し思います。そういう意味でこの
本の内容をわかりやすく伝えようとする戦略について私は失敗と判定します（こ
のことに成功している本を私は知りません）。この失敗は著者がやろうとしている
ことが魅力的であればあるほど、面白ければ面白いほど、際立ちます。
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　この本の面白さは、我々が常にこうだと信じて疑わない様々なこと（あまりに
も当たり前なので信じるというレベルでさえないこと、例えば “良いことをなすべ
きだ” ということとか）を “そうとは限らないかも知れない” と疑うことを可能に
してくれるところです。繰り返しになりますが、そのことが、タイトル “倫理とは
何か” にあらわれています。“倫理とは何か？” という疑問文に対する答えが本書
のタイトル “倫理とは何か” なのです。この本が前提としている “倫理とは何か？”
という疑問を持つことは、すなわち “倫理的である” と、それに反対の “倫理的で
ない” という対立の様相を一段上の立場から見下ろすことを可能にします。そして

「倫理とは何か？」という問いは、「人間は倫理規定を順守しなければならない」
と固く信じている人への挑戦ということになります。
　著者は自分の持っている哲学的な疑問を読者に強制せざるを得なかったという
主旨のことを冒頭で述べています。そしてこの本は、そのような種類の問いが内
発的であり、すなわち、はじめからこのような問いが自分の内部に存在する人を
対象にして執筆したと言っています。既に日頃からうすうす「なにか変だ？」と
思っている人に、その疑問を確信させる本だということです。何も変だと思って
いない人がこの本を読んで「そうか！そうなのか！」となることはあまりないと
いうことのようです。そういう意味で批判に対してオープンになっている（どの
ようにも批判できる）とも言えます。ではそのような問いに対する答えはどうか。
この本はその問いに対する著者の作成した答案ということになります。
　倫理の問題は、古代ギリシャから現代まで連綿と続く問題なので、本書もプラ
トン、アリストテレス、ホッブズ、ヒューム、ルソー、カント、ヘーゲル、ベン
サム、ミル、ニーチェと哲学のオールスターキャストとなります（私が抜けてい
るぞ、という声が地下から聞こえそうですが）。これら先哲は皆、問いに対する答
案を書いたわけですが、どれもこれもみな間違いということらしい（哲学では師
匠筋に対しても “間違っている” と言っても問題ないらしく、工科系とは違うなと
思いましたが）。だから、著者の永井均氏も “あなたの考えは間違いだ” と言われ
ることに大きな抵抗はないはずです。
　先に述べたような事情もあり、この本は読み取るのはやはり大変です。私は
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2011年の２月から読みだして半年後の８月ぐらいまでかかりました（その途中で
東日本大震災が発生）。著者、永井均氏の著作はどれも哲学的な問いが既に自分の
内側にある人にとっては面白いです。しかし、内容をフォローするのは本当に大
変でした。特に私は、接続詞でしばしば停止しました。順接の接続詞 “だから” と
書かれると “えっ　どうして？” で停止します。
　この原稿では、本書がとりあつかっている具体的な問いの内容に言及しません
でした。本書を受けて私が立てた問いを次に提示したいと思います。我が国日本
は民主主義の国家ですね。どうして民主主義でなくてはならないのでしょうか？ 
非民主的な国家を挙げて “あんな国じゃいやだろう？” ということはできます。し
かし、日本人は生まれた時から民主主義の国にいるのだから既に色メガネをかけ
て見ているのかも知れません。民主主義が正しいと信じている人にとっての脅威
は非民主的な国家ではなく、民主主義とは何かを色メガネなしで問う人です。哲
学者というのはこういう問いを立てることによって、迫害されても、不幸になっ
ても真実を知ることを愛する人ということです（これは著者と同業の中島義道氏
の説）。つまり、ほとんどの人に当てはまらないということですね。
　最後に本書の中の記憶に留めたい著者のことばを挙げます。“啓蒙主義とは自分
の内なる理性以外のいかなる権威も認めないことである（引用がちょっと不正確
です）”。もしそうなら我々日本人は啓蒙的でいられるでしょうか。
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